
子実における放射能濃度は0．013～0．014mg肱gであり、可食部への移行は極めて  

少ないと考えられた。青刈り茎葉よりも茎葉における放射能濃度が高かったことか  

ら、散布27～28日後以降も、メソトリオン及びその代謝物が植物体に吸収されるも  

のと考えられた。   

青刈り茎葉における親化合物の残留濃度は0．001～0．008mg此gであり、茎葉試  

料では定量限界未満であった。代謝物としてはⅡ、Ⅲ、Ⅳ及びⅦが存在し、このう  

ちⅢは、青刈り茎葉試料中で総残留放射能（TRR）の12．2～13．2％r、茎葉試料中で  

13．6～28．2％TRR存在した。また、出芽前散布区の青刈り茎葉試料中では、代謝物  

Ⅱが19．7％TRR存在したが、これは土壌中で生成されたⅡを吸収したものと考えら  

れた。（参照13）  

表13 とうもろこし試料中放射能分布及び代謝物（％TRR）  

処理区   出芽前散布区  出芽後散布区   

試料   
青刈り  青刈り  

茎葉   子実   穂軸  
茎葉   

茎葉   子実   穂軸   
茎葉  

試料採取時期1）   27   114   153   153   28   114   125   125   

総残留放射能濃度  
0．356  0．795  0．013  0．020  0．244  1．066  0．014  0，027   

（mg／kg）  

親化合物   2．2   

代謝物Ⅱ   19．7   

Ⅲ   12．2   

3．8   

3．8   

その他2）  

注） 斜線：分析せず  

1）散布後日数（日）を示した。 2）可溶性画分のうち、未同定の複数の画分の合計。   

（2）とうもろこし②   

【phe－14C］メソトリオンを、とうもろこし（品種：ハイブリッド3183）の播種翌  

日（散布量302g ainla）及び播種31日後（散布量179gainla）に散布し、播種   

79日後（最終散布48日後）に採取した青刈り茎葉及び播種122日後（最終散布91  

日後）に採取した茎葉及び子実を試料として、植物体内運命試験が実施された。  

とうもろこし試料中放射能分布及び代謝物は表14に示されている。  

子実における残留放射能濃度は0，03mg此gであり、可食部への移行は極めて少な  

いと考えられた。  

親化合物は、いずれの試料でも検出限界以下であった。代謝物は、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳな  

らびにⅡ及びIIIの抱合体が存在したが、いずれも0．01mg／kg（5．4％TRR）以下であっ  

た。（参照14）  
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表14 とうもろこし試料中放射能分布及び代謝物（mg／kg）  

試料   青刈り茎葉   茎葉   子実   

試料採取時期1）   79   122   122   

総残留放射能濃度   0．27   0．57   0．03   

親化合物  

代謝物Ⅱ   0．01（3．3）   0．01（2二2）  

Ⅱ抱合体   ＜0．01（2．2）   0．01（1．0）  

Ⅲ 0．01（1．7）   0．01（1．7）  

Ⅲ抱合体 0．01（2．3）   0．01（2．3）  

0．01（5．4）  

未同定  

注） －：検出限界以下、（）内：総残留放射能に対する割合（％TRR）  
1）播種後日数（日）を示した   

（3）とうもろこし（卦   

【cyc－14C】メソトリオンを、とうもろこし（品種：ハイブリッド3183）の播種直後   

に307gainlaの用量で散布（出芽前散布区）し、あるいは播種28日後に161gainla   

の用量で散布（出芽後散布区）して、植物体内運命試験が実施された。  

それぞれの散布区の散布量、試料採取時期及び採取試料は表15に示されている。  

表15 散布量、試料採取時期及び採取試料  

処理区及び散布量   試料採取時期   採取試料   

出芽前散布区  散布27日後   青刈り茎葉（植物全体）  

307ga〟ha  
散布153日後   

茎葉（菓、屯皮、茎）  

乾燥子実（子実、穂軸）   

出芽後散布区   散布28日後   

161gai几a   （播種56日後）  
青刈り茎葉（茎、菓）  

散布153日後   
茎葉（葉、毛皮、茎）  

乾燥子実（子実、穂軸）  

とうもろこし試料中放射能分布及び代謝物は表16に示されている。   

子実における総残留放射能濃度は0．001～0．011mg此gであり、可食部への移行は  

極めて少ないと考えられた。青刈り茎葉よりも、散布153日後の茎葉における放射  

能濃度が高かったことから、散布27または28日後以降も、メソトリオン及びその  

代謝物が植物体に吸収されたと考えられた。   

青刈り茎葉における親化合物の残留濃度は0．001～0．002mg／kgであった。代謝  

物としてはⅣが存在した。また、炭水化物を含む成分に放射能が存在した。放射性  

残留物のほとんどは、シクロヘキサンジオン環由来の14CO2の固定によるものと考  

えられ、bbe－14C】メソトリオンを用いた試験と結果が異なるのは、シクロヘキサン  
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ジオン環が、ベンゼン環より速やかに14CO2に代謝されたことによると考えられた。  

（参照13）  

表16 とうもろこし試料中放射能分布及び代謝物（％TRR）  

処理区   出芽前散布区  出芽後散布区   

試料   青刈り  茎葉   子実   青刈り  茎葉   子実   

茎葉  茎葉  

試料採取時期1）   27   153   153   28   153   153   

総残留放射能濃度  
0．067   0．015   0．001   0．098   0．330   0．011   

（mg此g）  

親化合物   3．0  1．0  

代謝物Ⅳ   10．4  6．1  

注） 斜線：分析せず －：検出限界以下  
1）散布後日数（日）を示した   

（4）らっかせい①  

［phe－14C］メソトリオンを、らっかせい（品種：NCVll）の播種翌日に、305gai几a   

の用量あるいは796ga∽1aの用量で散布し、散布90日後に採取した50％成熟茎葉   

及び散布153日後に採取した乾燥植物体、さや及び子実を試料として、植物体内運  

命試験が実施された。  

らっかせい試料中放射能分布及び代謝物は、表17に示されている。  

また、796ga地a処理区で、散布90及び153日後の土壌中放射能濃度を測定し   

た。散布直後の土壌中放射能濃度は0．462mg／kgであったが、散布153日後には   

0．106mg／kgに減少していた。散布直後の土壌中親化合物の濃度は0．355mg／kgで  

あったが、散布90日後には検出されなかった。また、土壌中には代謝物Ⅱ、Ⅲ、  

Ⅳ及びⅥが存在したが、いずれも0．008mg／kg以下であった。  

子実中の総残留放射能濃度は305gainla処理区で0．013mg／kg、796gainla処   

理区で0．037mg／kgであった。  

各試料中から親化合物は検出されず、代謝物Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ及びⅥが存在した。（参  

照16）  
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表17 らっかせい試料中放射能分布及び代謝物（％TRR）  

処理区   305ga〟ha  796ga埴a   

試料   50％成  さや   子実  50％成  さや   子実   

熟茎葉   熟茎葉   

試料採取時期1）   90   153   153   153   90   153   153   153   

総残留放射能濃度  
0．028  0．012  0．011  0．013   0．064  0．028  0．025  0．037   

（mg此g）  

代謝物Ⅱ   12．3   5．1   3．6  10．7   6．4   9．6   2．4   

Ⅲ   16．7 6．9   1．6   15．0   7．1   4．6   I．4   1．4   

Ⅳ  6．9  

注） －：検出限界以下  

1）散布後日数（日）を示した   

（5）らっかせい（診  

［cyc－14C］メソトリオンを、らっかせい（品種：NCVll）の播種直後に、327gainla  

の用量あるいは836gainlaの用量で散布し、散布90日後に採取した50％成熟茎葉  

及び散布154日後に採取した乾燥植物体、さや及び子実を試料として、植物体内運  

命試験が実施された。  

327gノai瓜a処理区では、総残留放射能濃度が0．01mg／kg以下であったので、代  

謝物の分析は実施されなかった。  

836g ai几a処理区における50％成熟茎葉、乾燥植物体、さや及び子実の総残留   

放射能濃度は、それぞれ0．020、0．011、0．015及び0．022mg／kgであった。  

50％成熟茎葉中には親化合物が痕跡程度存在した。また、代謝物Ⅳも存在したが、  

定量限界未満であった。その他の試料からは、親化合物は検出されず、代謝物は同  

定されなかった。子実中では、中性脂質、脂肪酸及びリン脂質から放射能が検出さ   

れ（合計で47．6％TRR）、これらは【cyc－14C］メソトリオンが代謝されて生じた14CO2   

が植物体内に取り込まれたものと考えられた。［phe－14C】メソトリオンを用いた試験  

と結果が異なるのは、シクロヘキサンジオン環が、ベンゼン環より速やかに14CO2  

に代謝されたことによると考えられた。（参照17）  

（6）水稲  

bhe，14C］メソトリオンを、水稲（品種：きらら397）の2～3葉期に92．1gainla   

または230ga∽laの用量で田面水中に処理し、処理14、27、40及び109日（成   

熟期）後に採取した植物体を試料として、植物体内運命試験が実施された。処理40   

日後に採取した植物体は穂部及び茎部に分け、処理109日後に採取した植物体は穀   

粒、もみ殻及び稲わらに分けて試験に供した。  

水稲試料中放射能分布は表18に示されている。成熟期穀粒中の放射能濃度は  
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0．010～0．019mg肱gであった。   

親化合物は、92．1g ainla処理区の処理14日後の地上部では、0．0098mg／kg  

（15．0％TRR）存在したが、同処理区の処理40 日後の茎部では0．0010mg／kg  

（5．0％TRR）、成熟期の稲わらでは0．0006mg此g（1．8％TRR）であった。   

成熟期の穀粒中には、同定できるレベルの化合物は存在しなかった。その他の試  

料中には、代謝物としてⅡ、Ⅲ及びⅤが存在したが、92．1ga∽1a処理区の処理14  

日後の地上部で代謝物Ⅴが11．4％TRR、処理40日後の茎部で代謝物Ⅴ及びⅡの合  

計が・11．1％TRR、230g ainla処理区の処理14日後の地上部でⅤ及びⅡの合計が  

14．1％TRR存在した他は、5％TRRを超える代謝物は存在しなかった。（参照18）  

表18 水稲試料中放射能分布（mg／kg）  

処理後目数   試料   
処理量（gai瓜a）  

92．1   230．2   

14   地上部全体   0．065   0．254   

27   地上部全体   0．033   0．069   

穂部   0．006   0．012  
40  

茎部   0．019   0．038   

穀粒   0．010   0．019  
109  

0．010   0．033  
（成熟期）  

3．土壌中運命試験  

（1）好気的湛水土壌中運命試験   

［ph？－14C］メソトリオンまたは【cycq14C］メソトリオンを、水（自然水、土壌と同時に   

採取）と混和した砂壌土または砂土（ともに英国）に185～189g ai瓜a相当量で添   

加し、好気的湛水条件下で101日間、20土2℃、暗所でインキュベー卜する土壌中運   

命試験が実施された。  

水相中の放射能は、添加直後に総処理放射能（TAR）の87．5～100％であったが、   

試験終了時（101日後）には、2．2～13．3％TARに減少した。非抽出性放射能及び土   

壌抽出性放射能は試験開始時より増加し、試験終了時の非抽出性放射能は、砂壌土及   

び砂土でそれぞれ63．8～73．7及び44．7～64．5％TAR、抽出性放射能は、それぞれ7．6   

～16．6及び22．9～25．1％TARであった。14CO2発生量は、砂壌土の【phe－14C］メソト   

リオン添加区では試験終了時までに5．5％TARであったが、砂土の【phe－14C］メソトリ   

オン添加区では15．6％TAR、［cyc－14C］メソトリオン添加区では26．8～27．8％TARで  

あった。  

水相及び底質中の親化合物は、添加直後より減少し、砂壌土では添加28日後、砂   

土では添加28～56 日後には水相及び底質より検出されなくなった。両土壌とも   

【cyc－14C］メソトリオン添加区では分解物は同定されず、bhe－14C］メソトリオン添加区  
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では砂壌土で分解物Ⅲが、砂土でⅡ及びⅢが検出された。Ⅲは、水相／底質中で、砂  

壌土では最大17．5％m、砂土では最大19．2％TAR存在したが、試験終了時には3．8  

～13．8％mであった、Ⅱは、水相／底質中で、最大7．9％TAR存在したが、添加56  

日以降は検出されなかった。   

メソトリオンの湛水条件における水相中推定半減期は、砂壌土及び砂土でそれぞれ  

3及び6日と算出された。水／底質系全体における推定半減期は、水相中とほぼ同程度  

であると考えられた。（参照19）  

（2）好気的土壌中運命試験①  

bhe－14C］メソトリオンを、シルト質壌土（米国）に0．313mgnigとなるように添   

加し、好気的条件で25℃、暗所で121日間インキエペー卜する土壌中運命試験が   

実施された。また、同条件で滅菌土壌を用いた試験も実施された。  

非滅菌土壌より抽出された放射能は、試験開始直後には103％TARであったが、   

試験終了時（121日後）には25．8％tARに減少し、非抽出性放射能が25・9％TAR   

存在した。14CO2の発生量は試験終了時に37．6％TARであった。  

親化合物は、試験開始直後には97．9％TARであったが、試験終了時には2．2％TAR   

であった。分解物としてⅡ及びⅢが存在したが、存在量は最大でそれぞれ7．6及び   

9．7％TARであり、試験終了時には両者とも1％TAR未満であった。  

滅菌土壌中では、抽出された放射能は試験終了時に88．2％TARであり、非抽出性   

放射能は12．0％TARであった。親化合物は試験開始16別封 

了時に77．8％TAR存在した。分解物II及びⅢが検出されたが、いずれも0．1％TAR   

以下であったので、滅菌土壌中ではメソトリオンの分解はほとんど起こらないと考   

えられた。  

非滅菌土壌における、好気的条件下での［phe－14C］メソトリオン及び分解物Ⅱの推   

定半減期は、それぞれ12．1及び1．1日と算出された。（参照20）  

（3）好気的土壌中運命試験②   

［phe－14C］メソトリオンを、シルト質壌土（米国）に0．22mg肱gとなるように添   

加し、好気的条件で20℃、暗所で56日間インキュベー卜する土壌中運命試験が実   

施された。  

土壌より抽出された放射能は、試験開始直後には99．1％TARであったが、試験終   

了時（56日後）には33．4％TARに減少し、非抽出性放射能が37．0％TAR存在した。  

14CO2の発生量は試験終了時に24．5％TARであった。  

親化合物は、試験開始直後には94．6％TARであったが、試験終了時には   

11．9％TARであった。分解物はⅡ及びⅢが存在したが、存在量は最大でそれぞれ5．8   

及び7．9％TARであり、試験終了時にはIIは検出されず、Ⅲは7．9％TARであった。  

好気的条件下でのbhe－14C】メソトリオンの推定半減期は、14日と算出された。   

（参照21）  
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（4）好気的土壌中運命試験③   

［cyc－14C］メソトリオンを、シルト質壌土（米国）に0．348mg／kgとなるように添   

加し、好気的条件で25±1℃、暗所で180日間インキュべ－卜する土壌中運命試験   

が実施された。  

土壌より抽出された放射能は、試験開始直後には93．4％TARであったが、試験終   

了時（180日後）には2．3％TARに減少した。非抽出性放射能は試験開始3日後よ   

り、6．8～15．9％TARの範囲内で推移した。試験終了時までに14CO2の発生量が   

82．6％TAR発生した。  

親化合物は、試験開始直後には81．3％TARであったが、試験開始58 日後には   

5．0％TARに減少した。また、抽出された放射能の73％を占めていた。抽出物中で   

0．01mg此gを超える分解物は検出されなかった。  

好気的条件下での［cyc－14C］メソトリオンの推定半減期は、13．5日と算出された。   

（参照22）  

（5）好気的土壌中運命試験（分解物Ⅲ）   

14C－AMBAを、埴土（英国）、シルト質壌土（米国）及び砂壌土（英国）に0．19   

～0．21mg／kgとなるように添加し、好気的条件で20±2℃、暗所で56日間インキュ   

ベー卜する土壌中運命試験が実施された。  

土壌より抽出された放射能は、試験開始直後には84．0～96．4％TARであったが、   

試験終了時（56日後）には16．7～30．3％TARに減少し、非抽出性放射能が37．2～   

53．4％TAR存在した。14CO2の発生量は試験終了時に13．9～42．7％TARであった。  

14CO2以外に10％mRを超える分解物は存在しなかった。  

好気的条件下での分解物Ⅲの推定半減期は、埴土、シルト質壌土及び砂壌土でそ   

れぞれ3、6及び2日と算出された。（参照23）  

（6）嫌気的湛水土壌中運命試験①   

［phe－14C］メソトリオンを、水を加えたシルト質壌土（米国）に0．34mg此gとな   

るように添加し、嫌気的湛水条件で25±1℃、暗所で365日間インキエペー卜する   

土壌中運命試験が実施された。また、同条件で滅菌土壌を用いた試験も実施された。  

非滅菌区の水相中の放射能は、添加直後に71．2％TARであったが、試験終了時（試   

験開始365日後）らこは、1・2％TARに減少した。土壌中の放射能（抽出性及び非抽出   

性の合計）は、試験開始直後の22．8％TARから、試験開始30日後の72．6％TARま   

で増加したが、試験開始59日後には44．6％TARまで減少した。試験開始59日後の   

土壌抽出性放射能及び非抽出性放射能は、それぞれ27．7及び16．9％TARであった。  

14CO2発生量は、試験開始275日後に最大11．2％TARとなった。  

水相中の親化合物は、試験開始直後には90％TARであったが、試験開始14日後に   

は2．7％TARとなり、試験開始30日後以降は検出されなかった。土壌中では、試験   

開始3日後から増加して7日後に最大18％TAR存在したが、その後減少し、試験開  
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始30日後には検出されなくなった。   

水相及び土壌中には、分解物Ⅲ以外の分解物は同定されなかった。分解物Ⅲは、水  

相中では試験開始14 日後に最大9．2％TAR、土壌中では試験開始30 日後に最大  

38％TAR存在した。   

滅菌区の水相中の放射能は、添加30日後に51．1％TAR、365日後に37．7％mで  

あった。土壌中の放射能は、添加30及び365日後にそれぞれ35．9及び48．3％TAR  

であった。14CO2発生量は、1％TAR以下であった。   

嫌気的非滅菌土壌系（水及び土壌）におけるメソトリオンの推定半減期は約3．6日  

と算出された。（参照24）  

（7）嫌気的湛水土壌中運命試験②   

［cyc－14C］メソトリオンを、水を加えたシルト質壌土（米国）に0．32mg／kgとなる   

ように添加し、嫌気的湛水条件で25±2℃、暗所で30日間インキュベー卜する土   

壌中運命試験が実施された。  

水相中の放射能は、添加直後に72．6％TARであったが、試験終了時（試験開始30   

日後）には、6．5％mに減少した。土壌抽出物中の放射能は、試験開始直後から試   

験開始14日後にかけては、24．6～31．4％TARであったが、試験終了時に8．7％TAR   

まで減少した。土壌非抽出残液中の放射能は、試験開始直後の4．3％TARから終了時   

の62．1％TARまで増加した。14CO2は、試験終了時までに9．8％TAR発生した。  

水相及び抽出物中の親化合物は、試験開始直後には102％mであったが、試験開   

始14日後には9．3％TARとなった。   

土壌抽出物中には、分解物が2種類存在したが、いずれも10％TAR未満であり、   

同定されなかった。  

嫌気的湛水土壌系（水及び土壌）におけるメソトリオンの推定半減期は約4．1日と   

算出された。（参照25）  

（8）土壌表面光分解試験  

bhe・14C］メソトリオンまたは［cyc－14C］メソトリオンを、シルト質壌土（米国）に約   

300gainla（64．4mg此g）となるように添加した後、20～24℃で14～15日間キセノ   

ン光（光強度：455～508W／m2、測定波長：300～800nm）を照射して、土壌表面光   

分解試験が実施された。bhe－14C】メソトリオンを用いた試験は2種類実施された。  

いずれの試験においても、親化合物は急速に分解を受け、推定半減期は【phe－14C］   

メソトリオンで9．63または15．2日（東京春の太陽光下に換算して45．0または77．9   

日）、【cyc－14C】メソトリオンで15．8日（東京春の太陽光下に換算して73．9日）と算   

出された。  

主要分解物は14CO2であり、試験終了時までに、［phe－14C］メソトリオン添加区で   

は5．9～14．4％TAR、【cyc－14C］メソトリオン添加区では44．4％TAR発生した。  

［phe－14C】メソトリオン添加区では、その他分解物Ⅱ及びⅢがそれぞれ最大で11．5  
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及び8．3％TAR存在した。（参照26）  

（9）土壌吸脱着試験   

1種類の国内土壌［火山灰土（群馬）］及び4種類の海外土壌［砂壌土（米国）、   

壌土（仏国）、シルト質壌土（米国）及び埴壌土（英国）］を用いて、メソトリオ   

ンの土壌吸脱着試験が実施された。  

Freundlichの吸着係数Kadsは0．16～2．0、有機炭素含有率により補正した吸着係   

数Kocは19～58であった。脱着係数Kdesは0．28～3．0、有機炭素含有率により補   

正した脱着係数Ⅰぐesocは33～130であった。脱着段階後の値はすべて吸着段階後   

の値より高く、メソトリオンの吸着が可逆性ではないことが示された。（参照27、   

28）  

（10）土壌吸着試験（分解物Ⅱ及びⅢ）  

4種類の海外土壌［壌土（英国）、砂土（英国）、砂壌土（米国）及びシルト  

質壌土（米国）］を用いて、分解物Ⅱ及びⅢの土壌吸着試験が実施された。  

分解物Ⅱの、Freundlichの吸着係数Kadsは＜0．1～0．42、有機炭素含有率により  

補正した吸着係数Kocは＜7～14であった。  

代謝物IIIの、FreundlichO）吸着係数Kadsは0．29～4．67、有機炭素含有率によ  

り補正した吸着係数Kocは22．7～158であった。（参照29、30）  

4．水中運命試験  

（1）加水分解試験   

［phe－14C］メソトリオンまたは［cyc－14C］メソトリオンを、pH4、5及び7（いずれ   

も酢酸緩衝液）、pH9（ホウ酸緩衝液）の各滅菌緩衝液に、0．98～1．02mg几とな  

るように加えた後、25℃、暗所で30日間インキエペー卜して、加水分解試験が実   

施された。また、［phe－14C］メソトリオンのみ、50℃で5日間インキュベー卜する試  

験を実施した。  

いずれの試験区でも、メソトリオンは試験終了時に91．7～97．2％TAR存在し、本   

試験条件下では加水分解はほとんどないと考えられた。（参照31）  

（2）水中光分解試験（滅菌緩衝液）   

［phe－14C］メソトリオンまたは［cyc－14C］メソトリオンを、pH7の滅菌リン酸緩衝   

液にそれぞれ2．24または2．15mg几となるように加えた後、24～25℃でキセノン   

光（光強度：529W／m2、測定波長：300～800nm）を16日間（暗対照区について   

は19日間）連続照射し、水中光分解試験が実施された。   

［phe－14C］メソトリオン及び［cyc－14C］メソトリオンの推定半減期は、それぞれ34．4   

及び31．2日（東京春の太陽光下に換算してそれぞれ184及び167日）と算出され   

た。  
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分解物として、【phe－14C］メソトリオン添加区ではⅡが検出されたが、緩衝液中の  

放射能の4％を超えることはなかった。［cyc－14C］メソトリオン添加区では主要分解  

物は14CO2であり、試験終了時には18．8％TAR発生した。   

暗対照区では、メソトリオンの分解は認められなかった。（参照32）  

（3）水中光分解試験（滅菌自然水）   

［phe－14C］メソトリオンを、滅菌自然水（池水：英国、PH7．37）に約8mg几とな   

るように加えた後、25±2℃でキセノン光（光強度：39．4W／m2、波長範囲：300～   

400nm）を25日間連続照射し、水中光分解試験が実施された。  

メソトリオンの推定半減期は12．1日（東京春の太陽光下に換算して61．2日）と   

算出された。主要分解物は14CO2であり、試験終了時に22．8％mであった。他   

に8種類以上の分解物が存在したが、いずれも10％TAR未満であり、そのうちⅡ、   

Ⅲ、Ⅳ及びⅤが同定された。  

暗対照区ではメソトリオンの分解は認められなかった。（参照33）  

5．土壌残留試験   

沖積土・埴壌土（宮城）、腐植質火山灰土（熊本）、火山灰土・軽埴土（茨城）及   

び洪積土・砂質壌土（福島）を用いて、メソトリオン、分解物Ⅱ及びⅢを分析対象と   

した土壌残留試験（容器内及び圃場）が実施された。   

推定半減期は表19に示されている。（参照34）  

表19 土壌残留試験成績  

推定半減期（日）  

試験  濃度1）   土壌  メソトリオン＋  

メソトリオン  
分解物Ⅱ及びⅢ   

0．1  沖積土・埴壌土   2  

水田状態  
容器内  mg此g  腐食質火山灰土   3   3  

試験  0．2  火山灰土・軽埴土   2   3  

畑地状態  
mg此g           洪積土・砂質壌土   7   20   

100G  沖積土・埴壌土   5   7  

水田状態  
圃場  gai几a  腐食質火山灰土   4   6  

革験  182WP  5   7  

畑地状態  
gainla   1   6   

1）：容器内試験では原体、圃場試験ではG：粒剤またはWア：水和剤を使用  

6．作物残留試験   

水稲及びとうもろこしを用いて、メソトリオン及び代謝物Ⅱを分析対象化合物とし  
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た作物残留試験が実施された。結果は別紙3に示されている。   

全試験区において、メソトリオン及び代謝物Ⅱの残留値は、定量限界（0，002～0．01  

mg此g）未満であったため、推定摂取量は算定しなかった。（参照35、36）  

7．一般薬理試験   

ラット、マウス、モルモット及びウサギを用いた一般薬理試験が実施された。結果   

は表20に示されている。（参照37）  

表20 一般薬理試験  

投与量  最大  最小  

試験の種類  動物種   動物数 匹／群   叫甚g体重  作用量  結果の概要   

（投与経路）    血非g体重    h非g体重  

Wistar  雄3  
0、5（X）、  投与による影響なし  

1，∝旧、2，000  2，000  
ラット  雌3  

（経口）  

1，000mg／kg体重投  

与群の雌で探索行動  
一般状態  の克進、姿勢及び歩  

（Irwin法）  
ICR  雄3  

0、500、  行の異常、2，000  

マウス  雌3  
1，しX氾、2，0α）  500   1，0（泊  mg此g体重投与群の  

中  
（経口）  雌で、身づくろい行  

枢  
動元進、落ち着きの  

神  
なさ、振戦及び痙攣、  

経  
死亡（2例）  

0、20、1〔沿、  
系  

自発運動量の低下  

250、500、  

自発運動量  ICR マウス   
雄18  250   

1，Ⅸ）0、2，∝X）  
500  

（経口）  

0、5（カ、  投与による影響なし  

麻酔作用   
ICR マウス   

雄8   1，（X旧、2，（犯0  2，000  
（経口）  

痙攣誘発  
投与による影響なし   

ICR  
雄10   

0、500、  

2，000  
作用  マウス  

（経口）  

自  投与による影響  

律  なし  

神  また、ACb、His、  

経   Hartley   10も、10－5、10‾4   
10‾4  

バリウムによる収縮   

炭末輸送能    雄13  M  
M  

反応に影響なし   

摘出回腸  血I血∂  

平  

滑  

筋  
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投与量  最大  最小  

試験の種類  動物種   
動物数 ノ   m亦g体重  

無作用量  作用量  結果の概要   

匹群    （投与経路）    極g体重    G喝晦休憩  

1，000mg此g体重投  

与群で平均血圧低  
呼  

吸  
下、心拍数低下、死  

循  
日本  0、5（X）、  亡（2例）  

白色種  雄4   1，（X沿、2，00  500   1，（X氾  2，000mg此g体重投  
環  
器  ウサギ  （経口）  与群で平均血圧低  

下、心拍数低下、心  
系   電図波形の変化（T  

波平坦化）   

投与による影響なし   

格  
Wistar  101；、10ち、10‾4  

10■4  

ラット  雄8  M  

筋  血I戒r∂  
M  

系   

消  0、500、  投与による影響なし   

化  
ICR  

雄8   1，（XX〕、2，（X旧  2，000  

管   
マウス  

（経口）  

2，000mg此g体重投  
0、500、  

雄6   1，〔00、2，（Xカ  1，000   
与群でナトリウム、  

腎 臓  尿量・比重・ 尿中電解質 排i世能一  Wis．tar ラット  （経口）  

2，∝X）  
クロール‾排泄量減  

少傾向   

注）検体は、経口投与試験では注射用水に溶解し、血血試験ではDMSOに溶解して用いた  

8．急性毒性言式験  

（1）急性毒性試験（原体）  

メソトリオン原体のラットを用いた急性毒性試験が実施された。結果は表21に   

示されている。（参照38～40）  

表21急性毒性試験結果概要（原体）  

動物種   
LD50（mg此g体重）  

投与経路  観察された症状  
雄   雌   

Wistarラット  症状及び死亡例なし   
経口  ＞5，000   ＞5，000  

雌雄各5匹  

Wistarラット  症状及び死亡例なし   
経皮  ＞2，000   ＞2，000  

雌雄各5匹  

Wistarラット  LC50（mg几）  症状及び死亡例なし  
吸（  

雌雄各5匹  ＞4．75   ＞4．75   
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（2）急性毒性試験（代謝物）  

メソトリオンの代謝物Ⅱ及びⅢのラットを用いた急性毒性試験が実施された。結   

果は表22に示されている。（参照41、42）  

表22 急性毒性試験結果概要（代謝物Ⅱ及びⅢ）  

被験物質   投与経路   動物種   
LD50（mg此g体重）  

雌   
観察された症状  

雄  

Wistarラット  
代謝物Ⅱ   

症状及び死亡例なし   
経口  

雌雄各5匹   
＞5，000   ＞5，000  

Wistarラット  
代謝物Ⅲ   経口  ＞5，000   ＞5，000   

症状及び死亡例なし   

雌雄各5匹  

（3）急性神経毒性試験（ラット）  

Wistarラット（一群d堆雄各10匹）を用いた強制経口（原体：0、20、200及び   

2，000mg／kg体重、溶媒：脱イオン水）投与による急性神経毒性試験が実施された。  

投与に関連した死亡例は認められず、機能観察総合評価（FOB）、自発運動量、   

脳重量及び神経病理組織学的検査に関して、検体投与の影響は認められなかった。  

本試験における無毒性量は、雌雄とも本試験の最高用量2，000mg此g体重である   

と考えられた。神経毒性は認められなかった。（参照43）  

9．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験   

NZWウサギを用いた眼刺激性試験及び皮膚刺激性試験が実施された。その結果、眼   

に対する軽度の刺激性が観察された。皮膚刺激性は認められなかった。（参照44、45）  

DHモルモットを用いた皮膚感作性試験（Maximization法）が実施され、結果は   

陰性であった。（参照46）  

10．亜急性毒性試験  

（1）90日間亜急性毒性試験（ラット）（D  

Wistarラット（一群雌雄各12匹）を用いた混餌（原体：0、1、125、1，250及   

び12，500ppm：平均検体摂取量は表23参照）投与による90日間亜急性毒性試験   

が実施された。  

表23 90日間亜急性毒性試験（ラット）①の平均検体摂取量  

投与群  1ppm   125ppm   1，250ppm  12，500ppm   

平均検体摂取量  雄   0．09   11   112   1，110  

（mg／kg体重／日）  雌   0．1   13   126   1，210   
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各投与群で認められた毒性所見は表24に示されている。  

1，250ppm以上投与群の雌雄で、受け皿の敷き紙に黄色または紫色あるいはその  
両方の着色が認められたが、これはチロシン分解産物であるフェノール類が排泄さ  

れたことに起因したものと考えられた。   

本試験において、125ppm以上投与群の雌雄で角膜炎等が認められたので、無毒  

性量は雌雄とも1ppm（雄：0．09mg瓜g体重／日、雌：0．1mg／kg体重／日）である  

と考えられた。（参照47）  

表24 90日間亜急性毒性試験（ラット）①で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

12，500ppm   ・摂餌量減少   ・摂餌量減少  

・RBC減少   ・RBC、PLT減少  

・CK増加   

1，250ppm  ・眼疎混濁   

以上  ・体重増加抑制  

・角膜混濁（不透明～完全混濁）、  

角膜血管新生  

・T．Bil増加   

125ppm   ・眼球混濁   ・TG、Cre増加   

以上   ・体重増加抑制、食餌効率減少   ・肝補正重量2増加  

・角膜混濁（不透明～完全混濁）、  ・角膜炎   

角膜血管新生  

・Cre増加  

・肝及び腎補正重量増加  

・角膜炎  

・尿細管上皮硝子滴沈着増加（125  

及び1，250ppm投与群）  

1ppm   毒性所見なし   毒性所見なし   

（2）90日間亜急性毒性試験（ラット）②  

Wistarラット（一群雌雄各12匹）を用いた混餌（原体：0、2．5、5．0、7．5及び  

150ppm：平均検体摂取量は表25参照）投与による90日間亜急性毒性試験が実施   

された。  

2最終体重を共変量として補正した数値（以下同じ）。  
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表25 90日間亜急性毒性試験（ラット）②の平均検体摂取量  

投与群  2．5ppm   5．Oppm   7．5ppm   150ppm   

平均検体摂取量  雄   0．21   0．41   0．63   12．5  

（mg／kg体重／日）  雌   0．23   0．47   0．71   14．5  

各投与群で認められた毒性所見は表26に示されている。   

本試験において、5．O ppm以上投与群の雄で肝絶対及び比重量3の増加が、150  

PPm投与群の雌で眼球混濁、角膜混濁等が認められたので、無毒性量は雄で2．5ppm  

（雄：0．21mg／kg体重／日）、雌で7．5ppm（0．71mg此g体重／日）であると考えら  

れた。（参照48）  

表26 90日間亜急性毒性試験（ラット）②で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

150ppm   ・ALT、AST増加   ・眼球混濁  

・体重増加抑制  

・角膜混濁（不透明～完全混濁）、角  

膜血管新生  

・PLT減少  

・CIlOl及びTG増加  

・肝比重量増加  

・角膜炎   

7．5ppm以上   ・眼球混濁  7．5ppm以下毒性所見なし   

・角膜混濁（不透明～完全混濁）、角  

膜血管新生  

・角膜炎  

・角膜上皮損傷（7．5ppm投与群のみ）  

5．Oppm以上   ・肝絶対及び比重量増加   

2．5ppm   毒性所見なし   

（3）90日間亜急性毒性試験（マウス）   

ICRマウス（一群雌雄各20匹）を用いた混餌（原体：0、10、50、350及び7，000   

ppm：平均検体摂取量は表27参照）投与による90日間亜急性毒性試験が実施され   

た。  

3体重比重量を比重量という（以下同じ）。  
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表27 90日間亜急性毒性試験（マウス）の平均検体摂取量  

投与群  10ppm   50ppm   350ppm   7，000ppm   

平均検体摂取量  雄   1．7   8．4   61．5   1，210  

（mg此g体重／自）             ．雌   2．4   12．4   80．1   1，540  

各投与群で認められた毒性所見は表28に示されている。   

7，000ppm投与群の雄でALT及び無機リン増加が、同群の雌でUre減少が、350  

ppm以上投与群の雌で無機リン増加が認められたが、病理組織学的検査において、  

関連する変化が認められなかったため、これらの影響の毒性学的意義は小さいと考  

えられた。   

本試験において、7，000ppm投与群の雄で体重増加抑制等が、雌でRBC減少が  

認められたので、無毒性量は雌雄とも350ppm（雄：61．5mg／kg体重／日、雌：80・1  

mg／kg体重／日）であると考えられた。（参照49）  

表28 90日間亜急性毒性試験（マウス）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

7，000ppm   ・ひげ数減少、脱毛  ・RBC減少   

・体重増加抑制、食餌効率減少  

350ppm以下  毒性所見なし   毒性所見なし   

（4）90日間亜急性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いたカプセル経口（原体：0、100、600及び  

1，000mg此g体重／日）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表29に示されている。   

1，000mg瓜g体重／日投与群の雌で耳の発赤、耳介肥厚、耳道開口部湿性びらんが、   

600mg此g体重／日以上投与群の雌雄で尿及び糞の変色（黄緑色）、被毛の黄色着色   

（四肢、胸部腹側）、が認められたが、尿、糞及び被毛の着色はチロシン分解物が排   

泄されたことに起因し、耳の病変は排泄されたフェノール類（チロシン分解物）に   

動物が接触したことにより生じた変化と考えられた。  

本試験において、600mg此g体重／日以上投与群の雌雄でRBC増加、MCH及び   

MCVの減少等が認められたため、無毒性量は雌雄とも100mg／kg体重／日であると   

考えられた。（参照50）  
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